
SynbioticsSynbioticsSynbioticsSynbiotics食品食品食品食品 『『『『GfineGfineGfineGfine』』』』 摂取による透析患者の排便改善摂取による透析患者の排便改善摂取による透析患者の排便改善摂取による透析患者の排便改善

偕行会偕行会偕行会偕行会 セントラルクリニックセントラルクリニックセントラルクリニックセントラルクリニック

高橋高橋高橋高橋 恵理香恵理香恵理香恵理香

1.はじめに1.はじめに

血液透析患者は内服薬の副作用や飲水制限な

どにより、４割の患者が排便困難に悩んでいる

現状がある。当院においても、５割の患者がなん

らかの状況で下剤を内服していていた。

血液透析患者にたいして、水溶性食物繊維とヒ

ト由来ビフィズス菌の2つの有用素材を含む

SYNBIOTICS食品（Gfine）の摂取により、排便コ

ントロールと腸内環境の改善が図れないか検討

する。

2.対象・方法

維持透析患者14例を対象に、Gfineを1日2包4週

間摂取し、排便アンケート調査と採血による血中

DAO活性の測定にて、排便状態、腸内環境につ

いて検討した。（図１・２）

3.

個人差はあるが排便がスムーズになった症例がみら

れた。

名について排便量は、

た。また残便感も改善された。（図３）

ついては摂取

た。

4.

透析患者は、飲水制限などにより排便困難となり、便

秘改善のために下剤を使用することが多い。しかし下

剤を使用することにより小腸絨毛はダメージを受け、

委縮してしまう。その結果下痢することが頻繁にある。
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3.結果

個人差はあるが排便がスムーズになった症例がみら

れた。排便アンケートについて不備の3名を除いた11

名について排便量は、2週目、4週目で有意に増加し

た。また残便感も改善された。（図３）血中DAO活性に

ついては摂取2週間目と4週間目の間で有意に上昇し

た。（図４）

4.考察

透析患者は、飲水制限などにより排便困難となり、便

秘改善のために下剤を使用することが多い。しかし下

剤を使用することにより小腸絨毛はダメージを受け、

委縮してしまう。その結果下痢することが頻繁にある。

DAODAODAODAO活性とは活性とは活性とは活性とは????

diamine oxidase（ジアミンオキシターゼ）という

酵素で、小腸粘膜の絨毛上部で高い活性を示

し、小腸上皮細胞の増殖を制御している。1980

年代のLukらの研究により、小腸組織中のDAO

活性と血液中のDAO活性の相関性が示されて

いる。血液中のDAO活性値が高いということは、

小腸絨毛が活性化していることを意味する。



しかし、下剤を使用することにより小腸の絨毛はダ

メージを受け、委縮してしまう。その結果下痢をす

ることが頻繁にある。

2001年 田中芳明らは、化学療法によるDAO活性

の低下を報告している。今回のDAO活性の推移か

ら、下剤を使用してもDAO活性が有意に上昇して

いる事は、下剤使用下において委縮するはずの絨

毛が、改善傾向にあったと思われる。下剤による

ダメージを『Gfine』の飲用で抑制し、よりよい排便

状態をキープできる可能性が示唆された。
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排便調査の結果排便調査の結果排便調査の結果排便調査の結果

5.おわりに

『Gfine』の摂取により、便秘傾向、下痢傾向の

患者の排便改善が示唆された。透析には、下

剤の使用が必須と言われているが、使用量の

増加や下痢問題が懸念されている。
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増加や下痢問題が懸念されている。

今回の検証により下剤を使用せずに『Gfine』の

飲用で小腸絨毛の活性化が促され、排便調整

の可能性が示唆される。『Gfine』の飲用のみで

下剤を使用しない透析患者の排便コントロール

が可能かどうか今後検討していきたい。

また今回の試験では、下痢傾向、便秘傾向の

患者が混在するため、各群の症例数が限られ

たため、排便改善の解析までできなかった。患

者を絞り込み、n数を増やして統計処理できると

ころまで掘り下げていきたい。
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